
デジタル技術を活用した新たな奥村組のビジョン

奥村組のDX



DXの推進により生産性の向上
を実現することで顧客への提供
価値を高める。

企業価値の向上

デジタル技術を使って、より創造
性の高い仕事を実現し、社員が
誇れる企業にする。

人的資源の活用

デジタル技術の活用により
「人と自然を大切にし、
未来づくりに貢献する
総合インフラストラクチャー企業」への
トランスフォーメーションを
推進する。

奥村組のDX
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推進体制
取締役会の監督の下、設置されたESG/SDGs推進委員会をDXに関連する課題等について審議し、
戦略的な取り組みを推進する組織と位置付けています。
同委員会は、社長（経営者）を委員長、各本部組織の長および東日本・西日本支社長を委員として構成し、その審議結果について、
必要に応じて取締役会に付議・報告することにしており、取締役会による監視が適切に図られる体制としています。

奥村組のDX
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ESG/SDGs推進委員会は各部門を統括する責任者で構成
され、DXに関する全社的な方針や方向性を決定します。
DX推進専門部会およびWGは各本部組織および東日本・西
日本支社のメンバーで構成され、DX推進における課題を把
握し具体的な施策を立案・実行します。

組織名称

ESG/SDGs
推進委員会

DX推進専門部会
およびWG

目的

●ESG/SDGsのうちDXに関連
する戦略と施策の決定

●DX推進状況の把握

●DXに関連する戦略と施策の
立案

●DX戦略と施策の実行および
実施状況の把握

委員長/責任者

社長

ICT統括
センター長

ESG/SDGs推進委員会・
DX推進専門部会およびWGの構成 推進サイクル

DX方針決定 年次計画

施策

推進状況確認

ESG/SDGs推進委員会
（3年毎に実施）
※中期経営計画の一部として取締役会に付議

ESG/SDGs
推進委員会
（年2回程度開催）

DX推進専門部会
およびWG
（会議体ごとに
年数回開催）

「DX推進指標」による
チェック（年1回実施）

推進体制

奥村組のDX
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現在

スマート施工
（現場のファクトリー化）

建設プロセス
の変革

AI・データ活用

デジタル基盤

DX組織・人財

※全社員に対してITパスポート等の資格取得を推奨しています。 ※3年間（2022年～2024年）でDX・ICTに65億円投資します。

ロードマップ

奥村組のDX

クラウド環境への移行

特定業務へのAI先行導入 AIによる個別業務プロセスの効率化

サイバー空間活用（デジタルツイン・XR・メタバース）

定期的なDXリテラシー教育

DX推進人財の育成

単純作業の自動化
（AI、IoT、ロボティクス） 中高度作業の自動化

新たな建設プロセスの創造

DX人財に関する継続的な教育実施とスパイラルアップ
最適な人財活用によるDXの推進

高度作業の自動化

データの民主化による意思決定の高度化

業務基盤としてのBIM/CIM活用

情報化施工
環境の整備 現地完結型の施工管理 遠隔による施工管理

拡張性と柔軟性のあるクラウドサービス（SaaS）への移行

新開発基盤の構築

データマネジメントの推進

新開発基盤を活用した競争力のある業務システムの開発
競争力のある強固な
デジタル基盤の維持
向上

AI・データ活用による
業務プロセスの変革

サイバーセキュリティの
維持向上

AI・データ活用基盤の構築

サプライチェーンの
サイバーセキュリティ

ステークホルダーを含めた社会
全体のセキュリティの向上

●クラウドサービスへの移行比率
●新システムの導入件数
●重大なセキュリティ
インシデントの発生数

●データ活用基盤のAI/BIツール
利用率
●社内生成AIプラットフォーム
利用率

●サイバー空間活用事例件数

●自動化技術の導入件数
●施工管理基盤システムの利用率

各ロードマップの指標

●DXリテラシー教育人数：全社員
●DX推進人財育成人数：100人
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「いつでも」「どこでも」安心して利用できる
セキュリティ基盤の構築と維持 奥村組セキュリティ体制

巧妙化・高度化するサイバー攻撃から企業を守るために、奥村組は、「サイバーセキュリティ経営ガイドライン」に沿って、
適切なセキュリティ対策を実施しています。
お客様情報や会社の情報資産を、不正アクセス、サイバー攻撃等の脅威から守るための取り組みを紹介します。

●リスクマネジメント、情報資産特定
●セキュリティ関連規程の整備
●サプライチェーンリスクマネジメント

●ネットワークセキュリティ対策、認証基盤の整備
●教育・訓練、侵入テストの実施

●EPP・EDRの運用
●脆弱性診断

●システム利用状況の可視化
●CSIRT/SOC体制の運営

●復旧計画策定、CSIRT協議会との連携
●外部監査によるセキュリティ評価・
改善システムの導入

対象識別

防御の強化

検知の強化

インシデント対応

復旧/改善

サイバーセキュリティ対策

情
報
共
有

奥村組
CSIRT

社長

緊急対策本部

指
示

指
示

報
告

報
告

報
告

外部連携機関

CSIRT協議会

セキュリティ
監視サービス

SOC

外部連携組織

セキュリティ
ベンダー

セキュリティ
コンサルタント

外部届出機関

対
応
依
頼

報
告

イ
ン
シ
デ
ン
ト

連
絡

各部門 取引先

インシデント
連絡

調査依頼

指示

報告
報告

社内

奥村組のDX

※奥村組CSIRTは、セキュリティインシデントの監視・調査・対応・対策を行う組織です。

6 OKUMURA DX


	24DX_01_2ko_0321
	24DX_02_2ko_0321
	24DX_03_2ko_0321
	24DX_04_2ko_0321
	24DX_05_2ko_0321
	24DX_06_2ko_0321



